
4月の全国調査と比較すると正答率が高くなっていますね。
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今号では、学力定着状況確認テストの結果について、分析の視点と今後の
取組の具体例を紹介します。各学校における取組の参考にしてください。

確認テスト R6全国調査

小５国語① 小６国語１一

小５国語② 小６国語１二（１）

小５国語③ 小６国語１二（２）

小５国語④ 小６国語１三

小５算数⑫ 小６算数３（３）

小６算数⑨ 小６算数４（４）

小６算数⑪ 小６算数２（２）

中１国語⑥
中２国語⑧

中３国語３一

中１国語⑦
中２国語⑨

中３国語３二

②異なる集団における同一問題の正答率を比較する。

結果を把握・分析した後、どのような取組
をすればよいのかな。

※「ステップアップ」の活用等については、事務連絡「令和６年度ステップアップの活用について（通知）」（令和６年11月29日付）に添付している資料を参照してください。

図 Ｒ６全国調査小６算数４(４)〈学力定着状況確認テスト小６算数⑨〉

学力定着状況確認テスト結果（イメージ）

今年度の確認テストでは右の表に示すように、令和６年度の全国調査

と同一の問題も出題しています。分析の視点例は次のとおりです。

同一集団の推移や異なる集団を比較することで、自校の取組の成果が
分かります！

①同一集団における同一問題の正答率の推移を見る。

表 確認テストと全国調査問題との関連

右図の確認テスト小６算数⑨の結果とR6全国調査の
結果を比較した後、次のようの取組が考えられます。

〔例①〕 子どものつまずきを把握し、個別に指導する
→「ステップアップ」※を活用し、どこにつまずいているか
を見取る力を高めることができるようにする。

〔例②〕 再度確認テストを受検させる
→子どもが間違えた要因を考え、自己調整力を
高めることができるようにする。

〔例③〕効果的な指導方法を全学年で共有する
→校内研修等の時間を活用して、組織的な指導が
できるようにする。

子どもが確実に力を身に付けられるように、各学校で工夫しながら、

年度末に向けた指導を充実させましょう！

返却された結果一覧を見ると、各問題ごとの平均正答率や正
答数分布は分かるけど、他にどんなことが分かるのかな。

結果を把握・分析する視点例

学習指導や学力保障につなげる取組例

調査翌日に解き直しをしたことがよかったのでしょうか。

R6全国調査の中３と確認テストの中２の結果を比較
すると、中２の正答率が高いですね。

調査の結果を受けて、教科会で改善案を考えて、中２で
授業したんです。その成果が出たのかもしれないですね。


